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枝豆としらすの 
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今月のトピックス 

旬の食材レシピ 

＜材料＞（1～2人分） 

枝豆(冷凍)     80ｇ 

釜揚げしらす    50ｇ 

オリーブオイル  100ml 

アンチョビフィレ  1枚 

ニンニク      1片 

鷹の爪輪切り  小さじ 1/2 

塩・こしょう  小さじ 1/4 

フランスパン    2切 

 

＊スキレット（鋳鉄製の厚
みのあるフライパン） 

 

 

 

＊次回は、最後 STEP3についてお話します。 

４月のインシデント・アクシデント 
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医療 介護

＜作り方＞ 

1 枝豆は解凍しておきます。フラ
スパンはオーブントースター
で焼いておきます。 

2 枝豆は薄皮を取り除きます。 

3 ニンニク、アンチョビフィレは
みじん切りにします。 

4 中火で熱したスキレットにオリ
ーブオイル、枝豆、鷹の爪輪
切りを入れて、香りがたつま
で加熱します。 

5 枝豆と釜揚げしらすを入れて中
火で 1分程加熱し、塩、コシ
ョウで味を調え、火から下し
ます。 

6 器に盛りつけ、フラスパンを添
えて完成です。 

 

 

 

パーソン・センタード・ケアの 3 つのステップ 

1 脳の障害 

 その人の認知症の原因となっている病気のことと、何により

脳にどのような障害が起こっているのかを調べましょう。障害

により失われていく能力をサポートしていくことはもちろんの

こと、残された能力を大切にするためにも「脳の障害」を知っ

ておくのは大切です。 

  

 
2 身体の健康状態 

 その人の今の、心と体の健康状態を調べましょう。認知症の人

は、体の痛みや不快感があっても、それを他の人にうまく伝える

事ができにくい傾向にあります。そのため、その痛みや不快感に

よるイライラやどうしようもなく高ぶる感情を抑えきれず、大声

をあげたり、ときには暴力を振るってしまったりすることもある

でしょう。そうした時に「大声」や「暴力」だけに目がいってし

まいがちですが、その背景にある、その人の「痛み」や「不快

感」に気が付くことがとても重要です。 

３生活歴 

 その人が今まで、どのような生活や経験をしてきたかを調べまし

ょう。認知症になると、新しい経験を覚えておくことが難しくなり

ます。そのため、認知症の人はよく覚えている過去の記憶から、

今、起きていることを理解(把握)しようとします。認知症の人は、

障害のために今ある状況が把握できなかったり、自信を失ったりす

ることなどから、心がとても傷つきやすく、不安感、孤独感に襲わ

れやすくなります。そうした時に、慣れ親しんだ物やことは、その

人を落ち着かせてくれます。 

 
４性格傾向 

 その人の性格傾向について調べましょう。問題が起きた時の対処
法はその人によって様々ですが、これにはその人のもともとの性格

が大きく影響していると言えます。その人の性格を知っておくこと
は、あらゆる出来事に対して、その人が今、どう感じていいのかを
想像し、心に寄り添うための手助けとなります。 

５社会心理（人間関係・物理的環境） 

 その人を取り囲む社会心理は、パーソン・センタード・
ケアの根本をなすものです。周りの人が自分を認め、愛情
をもって接してくれている環境であれば、人は安心して自
分を肯定し、自身をもって生活していくことができます。 

 また、物理的環境では、暑さ、寒さ、におい、音などその
人がいる環境の物理的な原因で不快になっていることがない

か調べます。このような環境から受けるダメージは、本人が
説明しにくいものであり、本人の気づかぬうちに大きなダメ
ージになっている可能性があります。 

 

 4月は総数 133件、医療部門 80件、介護医療院 53

件でした。療養上の世話 61 件、薬剤 31件でした。 

 薬剤が最近多いですが、レベル 0～1 レベルであ

り、今まで報告にあげなかったものが提出されてい

るのだと思いますが、確認不足がほとんどであり、

薬剤を取り扱うときはしっかり、指さし呼称をして

いきましょう。 


